
R6.5.30高知商業高校情報班

・一人一台端末（iPad）とWi-Fiの整備（R5.2月に回線が強化）
・各教室にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ・ｽｸﾘｰﾝ・ｽﾋﾟｰｶｰ及びApple TVを導入
・MDMとApple School Manegerを利用して端末のアプリを管理
・BYODへの段階的移行（R6年度当初希望62台）

・ロイロノートを学校独自で導入
・すぐーるで学校、市教委から保護者への発信が可能
・県下導入のGoogle Workspaceを活用。小学校から高校まで
同一アカウントを利用で、データの引き継ぎが可能

・Google Workspaceの各アプリ（Jambord、スライド等）を利用すること
で協働学習に取り組み、プロジェクト学習を企画・実行する。

・教科に必要なアプリを導入し、探究学習や自主学習に活用する。
・プロのクリエーターも利用するアプリを学び利用し、プロジェクション
マッピングを作成する。

・ＶＲやドローンの操作・プログラミングの実習を行う。

〇ロイロノートとGoogle Workspaceの特徴を理解し、それらを
場面に応じて使い分ける。

・ロイロノートの利点
シンキングツールが充実。動画・音声を組み込める「ノート」を利用
して単元の課題を明確にしたり、各自のポートフォリオが作成できる。

・Google Workspaceの利点
協働作業ができるため、プロジェクト学習で活用できる。
アプリ間の汎用性が高く、Excelデータにも変換できる。

。

組織的な推進体制の確立 ・管理職、情報班、事務部、各コース⾧・教科⾧等をメンバーとするICT教育推進委員会を設置
・⾧期休業中に情報班主催の学習会を実施


